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新潟市
令和７年度
予算案の概要

新潟市⻑ 中原 八一

新潟の明るい未来を
切りひらく！



1.令和７年度予算案のポイント

2.令和７年度予算案 ３つの力点
「安心・安全」「活力・交流」「子育て・教育」
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令和6年度補正予算等を令和7年度に繰り越して実施する取組
凡
例
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1
令和7年度予算案の
ポイント
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新潟市令和７年度予算案のポイント

活力と魅力あふれる区づくりの推進

選ばれる都市 新潟市

令和７年度予算案

新潟市総合計画2030 10の重点戦略の推進

令和７年度予算の全体像

力点２
活力・交流
人が行き交い

活力あふれる新潟市

力点１
安心・安全

安心して暮らせる新潟市

力点３

子育て・教育
こどもと子育てに
やさしい新潟市
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新潟市

地震からの復旧・復興を着実に進めるとともに、
国内外から「選ばれる都市 新潟市」としてさらなる発展を目指す！

「安心・安全」「活力・交流」「子育て・教育」
令和７年度予算の力点

予算規模
令和７年度当初予算（一般会計）は過去最大の4,267億円
令和６年度補正予算等繰越分と一体的に執行していく

令和６年度補正予算等繰越分（293億円）

令和７年度当初予算（4,267億円）

予算に込めた思い

令和７年度予算案のポイント

物価高など
足元の課題に対応しつつ
新潟市のさらなる発展へ
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新潟市令和７年度予算案のポイント

令和7年度末見込 約3,755億円 前年度比90億円増

あらゆる分野において事務事業の効率化・適正化を進め
歳入・歳出の両面において不断の見直しを実施

令和5年度末実績 令和6年度末見込 令和7年度末見込

65.4億円 55.8億円 55.8億円

令和7年度 令和6年度 増減

一般会計 4,267億円 4,185億円 ＋82億円 ＋2.0%

特別会計 2,522億円 2,521億円 ＋1億円 ＋0.0%
企業会計 1,426億円 1,397億円 ＋29億円 ＋2.1%
合計 8,215億円 8,103億円 ＋112億円 ＋1.4%

予算規模

市債残高（臨時財政対策債除く）

基金残高（主要３基金）

主に災害復旧事業費の
増加によるもの

基金に頼らない
収支均衡予算

を編成
地震対応に活用

基金残高を
維持

過去
最大
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2
令和7年度予算案
3つの力点
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新潟市

・こども・子育てへの
切れ目ない支援

・学力・体力・豊かな
心を育む教育

⇒ 選ばれる都市新潟市を実現！

３つの力点をもとに取組を進め、
「都市の活力向上」と「住⺠福祉の向上」の好循環を創出

令和７年度予算案「３つの力点」

力点２
活力・交流

人が行き交い
活力あふれる新潟市

力点１
安心・安全

安心して暮らせる新潟市

力点３
子育て・教育
こどもと子育てに
やさしい新潟市

・交流人口の拡大
・拠点性の向上
・地域経済の活力創出

・生活の再建支援、
公共インフラ等の復旧、
災害に強いまちづくり

・物価高への対応
・人口減少社会への適応
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新潟市令和７年度予算案
３つの力点 安心・安全力点１
生活の再建支援、公共インフラ等の復旧、
安心・安全で災害に強いまちづくり

復旧・復興期応急期発災初期

令和６年能登半島地震発生から１年が経過

地
震
発
生

①被災者に寄り添った
生活の再建支援

R7〜R6.1.1

▶避難所運営
▶建物被害認定調査
▶インフラ・公共施設等の復旧
▶住宅応急修理、被災宅地等復旧
支援

▶被災家屋等の解体・撤去
▶ささえあいセンターによる
見守り支援

▶避難所キーボックスの設置
▶８区防災アクション

ほか

②着実な
公共インフラ等の復旧

③今後の災害に備えた
安心・安全で災害に強い
まちづくり

地震対応経費として繰越分を含めて
約176億円を計上

（R6繰越約134億円・R7当初約42億円）
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新潟市

被災者の見守り・相談支援
被災世帯の状況に応じた相談対応や生活再建に向けた情報
提供など、ささえあいセンターによる見守り支援を継続

被害を受けた住宅の建替・購入や修繕等について、
国・県の支援の制度に加えて本市独自の支援を実施

生活の再建支援

液状化等被害住宅の建替・購入、修繕支援

坂井輪中学校の改築
被災した坂井輪中学校の校舎及び屋内体育館等を改築

液状化被災宅地等の復旧支援
液状化被害を受けた宅地等の復旧に要する費用に対する
支援を継続

相談

すまいの再建に向けた支援

公共インフラ等の復旧
坂井輪中学校仮設校舎

ささえあいセンターによる
個別訪問等の見守り支援

道路等の災害復旧
被災した道路・下水道施設・公園施設等を復旧

Ｒ６
繰越

Ｒ６
繰越

Ｒ６
繰越

Ｒ６
繰越
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新潟市安心・安全で災害に強いまちづくり

災害時の体制強化

将来に向けた液状化対策

街区単位の液状化対策

住宅等の耐震化

住宅・建築物耐震改修の補助
⺠間の住宅・建築物の耐震改修等への助成に加え、
新たに旧耐震基準の住宅の除却に係る費用の一部を助成

拡充

避難所環境整備
トイレテントや簡易ベッド、女性・乳幼児用品等の
備蓄物資を拡充

避難所運営のデジタル化
避難所入退所手続きの簡素化等に向けて、
県内共通のシステムを導入

新規

国土交通省が策定した「市街地液状化対策推進
ガイダンス」に基づく代表的な２つの対策工法

Ｒ６
繰越

・地質調査の分析結果を基に、被災地域に適用可能な
液状化対策工法を選定

・選定した対策工法について、工事施工の実現性検討、
及び周辺地盤に対する影響把握のための実証実験を実施

拡充 備蓄物資の整備

Ｒ６
繰越
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新潟市

拡充

安心・安全で災害に強いまちづくり

地域・人材の育成

新規 迅速な災害時被害情報の収集
被害情報を迅速に把握するため、AIを活用してSNSなど
から被害情報を収集するシステムを導入し、市⺠への
被害情報の提供を実施

災害時の体制強化

災害時消防オペレーションシステムの整備新規

防災意識の啓発
適切な避難行動や車中泊避難時の注意事項などについて、
市⺠及び事業所向けに啓発を実施

地域防災力の育成
自主防災組織の結成及び訓練への補助、近年防災訓練を
実施していない組織に向けた講習会を開催
また、避難所運営委員会の設立を促進するとともに
実践力を強化するための模擬訓練等を実施

地域防災リーダーの育成
防災士の資格取得費用の助成を行うほか、防災士のスキル
アップに向けた講習会を開催

拡充

AIを活用した被害情報の収集

自主防災組織による防災訓練

災害情報を「見える化」して迅速な分析と消防活動を
行うため、消防局にオペレーションシステムを導入

拡充

避難所運営の促進新規
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新潟市
物価高への対応

ひとり親世帯に対する給付金の支給

農業者への支援Ｒ６
繰越

Ｒ６
繰越

生活応援プレミアム付商品券の発行支援Ｒ６
繰越

商業団体が実施するプレミアム付商品券の発行を支援

資材価格等の高騰に対して園芸農業者の経営安定化を
支援

物価高の影響で厳しい状況に置かれる市⺠や事業者に対して支援を行います

生活者への支援

事業者への支援

住⺠税⾮課税世帯支援給付金の対象にならなかった
児童扶養手当受給世帯等に対して給付金を支給

漁業者への支援Ｒ６
繰越

燃油価格の高騰に対して漁業者の安定経営を支援

園芸農業

本市漁業の水揚げ

学校給食費への支援新規

食材費高騰に伴う学校給食費の上昇を一定程度抑えることで、
保護者の負担を軽減

こども・子育て応援キャラクター
ほのわちゃん
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新潟市人口減少社会への適応

バス運転士の確保支援
大型二種免許の取得費用等の補助を実施
バス利用喚起の実施
中学生・高校生世代へのポイント等の付与、
料金を気にせずバスを利用できる機会を創出
連節バス更新に向けた検討
老朽化が進む連節バスの更新計画等の策定

2020年： 約79万人 2045年： 約63万人

 40,000 0 40,000
0〜4歳
10〜14歳
20〜24歳
30〜34歳
40〜44歳
50〜54歳
60〜64歳
70〜74歳
80〜84歳
90歳以上

（人） 40,000 0 40,000
0〜9歳
10〜19歳
20〜29歳
30〜39歳
40〜49歳
50〜59歳
60〜69歳
70〜79歳
80〜89歳
90歳以上男性

女性

人口減少・高齢化に適応した持続可能なまちづくりを進める必要
路線バスネットワークなど市⺠生活を支える機能の確保に取り組む！

新
潟
市
の
年
齢
別
人
口

生活交通の集約・効率化検討新規

利用が低迷する生活交通、郊外路線の
集約・効率化やICT技術などの導入を検討

路線バスネットワークの維持

新規

AI

16万人減少見込

特に生産年齢人口
（15歳〜64歳）は
25年で3割減少見込
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新潟市

事業者の稼ぐ力
（労働生産性）

②事業者の
稼ぐ力を高める

③所得を地域の中で循環させる
（事業者の売上増）

¥

①地域の外から消費や投資を
呼び込む
（交流人口の拡大・拠点性の向上）
②事業者の稼ぐ力を高める
③所得を地域の中で循環させる
（地域経済の活力創出）

観光施策やまちづくり施策を含めて
市全体で取り組むことで、
所得向上の流れを生み出す！

地域の外からの
消費や設備投資

①地域の外から
消費や投資を呼び込む

２令和７年度予算案
３つの力点 活力・交流力点２

（現状・課題）
・物価高の克服や事業者の人材確保のためには、賃上げによる所得の向上が重要
・一方、県内企業の労働分配率は全国と比べて高い水準にあり賃上げの余力に乏しい

そのため、賃上げに向けて事業者が稼ぐことができる環境をつくる必要がある

¥

¥

従業員（市⺠）に
所得分配

市⺠の所得向上に向けて、市全体で地域の外から稼ぎ、経済活力を生み出す！

市⺠所得向上に向けた３つのポイント
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新潟市地域の外から消費や投資を呼び込む（交流人口の拡大）

佐渡と連携した誘客の推進Ｒ６
繰越

佐渡エリアとの一体的な周遊観光の推進やプロモーショ
ン、世界遺産登録１周年記念事業の実施

新潟市延べ宿泊者数
日本人

コロナ禍前を
上回る水準に

外国人旅行者6人分、国内旅行者21人分の
消費額は、定住人口1人分の年間消費額に相当
⇒ 人口減少時代には交流人口が一層重要に

人口減少・高齢化
⇒消費の減少に
つながる 外国人

コロナ禍前の
水準まで概ね回復

外国人向け案内表示の整備
外国人観光客向けに新潟駅〜佐渡汽船ターミナル間に
多言語案内表示等を整備

新規

インバウンドを含む交流人口の拡大に向けた施策を展開！

新潟空港の利用活性化促進
佐渡の玄関口である本市への誘客と、新潟空港の国内・
国際線の維持・拡大を図るため、航空路線の利用促進
プロモーションを実施

拡充

佐渡と連携した誘客の推進
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新潟市地域の外から消費や投資を呼び込む（交流人口の拡大）

クルーズ船誘致の推進
クルーズ船の寄港誘致に向けた戦略的なセールス、
寄港時の観光案内等の受入体制を強化

歴史的まちなみの保全・活用、
新潟都心地区の魅力ある夜間景観創出

新規

拡充

拡充

クルーズ船の外国人乗客への
おもてなし

外国人観光客の誘客促進、
観光客おもてなし態勢の推進
海外向けプロモーションやセールス、モニターツアーの
実施
市内飲食店向けインバウンド対策セミナー、市公式観光
情報サイトの再構築

令和7年度は過去最多
クルーズ船22回寄港予定

「伝統的酒造り」のユネスコ無形文化遺産登録を契機に、
酒蔵を巡るバスツアーや酒旅ガイドブックの制作など、
日本酒を活用した誘客を推進

新潟清酒を活用した誘客の推進Ｒ６
繰越

歴史的建造物・まちなみの保全活用

古町周辺の歴史的建造物を活用し、まちなみを保全すること
や、白山公園などの魅力ある夜間景観を創出することで、
交流人口の拡大やエリア価値の向上につなげる
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新潟市
令和７年度予算案
３つの力点 活力・交流力点２

新潟駅周辺地区の整備

市街地再開発事業等の促進

新潟駅リニューアル
新潟空港路線の誘致・拡充

人流の増加

新潟中央環状道路・幹線道路の整備

鳥屋野潟南部地区の道路整備

国・県と連携し、
拠点性の向上に向けて
着実に整備を推進！

地域の外から消費や投資を呼び込む（拠点性の向上）

・万代広場の整備
・新潟駅⻄線などの道路整備

質の高い優良な⺠間開発を促進するため、
市街地の再開発等を国とともに支援

安全・迅速な輸送を支えるため、放射・環状型の
道路ネットワークを整備
・新潟中央環状道路の整備
・国道403号の4車線化に着手 など

スポーツ施設の再整備
・白山エリアのスポーツ施設の再編にあたり、

スポーツを活かしたまちづくりと地域活性化の
可能性について基礎調査を実施

・鳥屋野運動公園野球場の現地建て替えに向けて
基本計画を策定

新規

都心の機能を補完する交流・にぎわいなどの複合
拠点の形成に向け、鳥屋野潟南部東⻄線を整備
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新潟市地域の外から消費や投資を呼び込む（にいがた２ｋｍの推進）

にいがた2km・8区連携
オープンイノベーションの推進
多様な主体が繋がり・共創する「オープンイノベーション」
により、にいがた2kmと8区の連携をさらに推進し、国内外
から稼げる事業を創造

デジタル・イノベーション
企業立地促進補助金
本市に進出するIT企業等に対しオフィス賃借料等を補助

「地方創生2.0」を追い風に
若者・女性にも選ばれる新潟市を実現！

にいがた2km「おいしさDX」
産学官共創プロジェクト
IT企業や飲食店などが集積するにいがた2kmの強みを活用し、
産学官連携で食関連産業の高付加価値化と専門人材の育成・
輩出を目指す

新規

にいがたまちあそび学校ＫＡＩＫＯＵ！
若い世代から主体的にまちづくりに関わってもらうことを
目的に、公⺠連携で「まちの仮想学校」を運営

にいがたまちあそび学校
KAIKOU!

市産農産物などの
おいしさをデータで可視化し
新しい販売方法を創出

「おいしさDX」の活用例

新潟大学等
との連携事業
国の交付金
事業採択
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新潟市事業者の稼ぐ力を高める・所得を地域の中で循環させる
（地域経済の活力創出）

Ｒ６
繰越

つながる商店街支援
商店街エリアの集客や消費促進、賑わい創出を図るための
取組に支援するほか、複数の商店街等による連携を推進

物流業へのデジタル技術等導入

デジタル技術の活用による
生産性向上を支援

地域での消費を促し
地域内経済循環を創出生活応援プレミアム付商品券の発行支援【再掲】

商業団体が実施するプレミアム付商品券の発行を支援

デジタル人材・IT人材の育成支援
製造業・物流業のデジタル化や生産性向上と情報通信業の
人材不足緩和を図るため、人材育成に係る研修費用の一部
を助成

拡充

省力化・省エネ化への支援
製造業・物流業を対象に、省力化・省エネ化に資する生産
設備やデジタル技術の導入費用の一部を補助

Ｒ６
繰越

商店街の賑わい創出新潟IPC財団による経営支援
新潟市産業振興財団（新潟市IPC財団）が創業支援や
中小事業者の経営状況に応じたサポートを実施
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新潟市令和７年度予算案
３つの力点 子育て・教育力点３

妊娠・出産 乳幼児期 小学校出会い・結婚 中学校 高校

主
な
支
援
策

・結婚応援結パスポート

ハートマッチ
にいがた登録
支援

新規
不妊治療費
助成

新規
新生児
聴覚検査助成新規

令和7年度さらに充実

・にいがたっ子
すこやかパスポートの
対象年齢拡大

・多子世帯の
保育料等軽減を拡充

産後ケア事業拡充

（現状・課題）
・全国と同様に新潟市の出生数は減少、合計特殊出生率も低下傾向（R3 1.33→ R5 1.20）
・市政世論調査における「今後もっと力を入れてほしいもの」第１位は「子育て支援」
・令和７年度から新たな２つの計画がスタート
「新潟市こども計画」…こども・家庭・地域に笑顔があふれるまちの実現
「新潟市教育振興基本計画〜にいがた学びのコンパス〜」

…目指す人間像「しなやかに世界と未来を創る人」の実現

ひとり親家庭サポーター配置新規

不登校対策拡充

中学校の全員給食化

特別教室への空調整備Ｒ６
繰越

これまでの取組

・結婚新生活支援補助金

・病児・病後児保育
施設の全市展開

・妊産婦医療費助成の拡充 ・こども医療費助成の拡充

こどもと子育てにやさしい新潟市として、子育て・教育施策をさらに充実！

・産婦健康診査助成

こども・学校
サポーター配置

拡充

２つの医療費助成で
子育て世帯の負担を
年間約27億円軽減

拡充

21
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新潟市

不妊治療費の助成新規

出会い・結婚のサポート
（ハートマッチにいがた登録支援）
新潟県が運用する婚活マッチングシステム「ハートマッチ
にいがた」登録料の一部を助成

新規

新生児聴覚検査費用の助成新規

拡充 産後ケア事業の対象者拡大

ライフステージに応じたこども・子育てへの切れ目ない支援

親支援講座や家庭裁判所などへの同行支援を行う
「ひとり親家庭サポーター」を配置

ひとり親家庭サポーターの配置新規

結婚や妊娠の希望を
かなえられるよう支援

新潟市×
県・市連携して結婚の希望をかなえる

産後ケア

こどもを持ちたいという夫婦の経済的負担軽減のため、
不妊治療（一般不妊治療・生殖補助医療・先進医療）費用
の一部を助成

聴覚障がいの早期発見・早期療育につなげるため、全ての
新生児の聴覚検査にかかる費用の一部を助成

こどもを産み育てやすい体制の整備を図るため、訪問ケア
の対象者を生後６か月未満から１歳未満に拡充
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新潟市学力・体力・豊かな心を育む教育

不登校対策
自分のクラスに入りづらい児童生徒の学校内の居場所として
登校復帰を支援する「スペシャルサポートルーム」を増設、
専門的なサポートを行うスタッフを増員

拡充

こども・学校サポーターの配置
退職教員を「こどもサポーター」「学校サポーター」として
学校に配置、特別な支援を要する児童の支援や担任不在時の
学習支援を実施

拡充

中学校での温かい給食の提供

良好な教育環境を確保するため、市立小中学校の全ての
特別教室への空調設置を前倒して実施

特別教室への空調整備Ｒ６
繰越

こどもサポーター

中学生のための地域クラブ活動支援
地域と学校が連携・協働して設置を目指す地域クラブ活動
の円滑な実施を支援

市立中学校のうち選択制のスクールランチ校について、
食缶による全員給食に切り替え、全ての生徒に温かい
給食を提供

中学校の全員給食をスタート拡充
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潟の魅力発信や国際湿地都市としてのブランディングを図るとともに、
受入態勢や環境の整備、保全・再生に取り組む

令和７年度予算案 ラムサール条約都市の推進に向けた取組
潟など湿地の価値を再認識し、国際湿地都市NIIGATAの確立へ

これまで
令和7年度

国内初の「ラムサール条約湿地自治
体認証制度」認証都市に決定

令和8年秋頃「世界湿地都市ネットワーク市⻑会議」開催

・潟の魅力を伝える里潟ガイドの養成

各種プロモーションの展開などによる魅力発信や、ロゴマーク
を活用したブランディング など

・「国際湿地都市
NIIGATA」を
象徴するロゴ
マークを作成

潟のデジタル博物館(特設HP)を活用した魅力発信
○潟の受け入れ態勢や環境の整備

里潟ガイドの育成、佐潟野鳥観察舎の建替、潟の環境整備 など

令和8年度

令和6年度

・市⺠団体等の湿地での活動への支援

○潟をはじめとする湿地の魅力発信やブランディング

○潟など湿地の自然環境や生態系の保全・再生
潟の水質改善や特定外来生物の防除に向けた取組 など

・各潟での催しなど
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水がつなぐ各地域の歴史・文化の魅力発信
川湊や潟の歴史・文化を発信する映像を作成するとともに、
まちあるき体験ツアーなどを実施

新規

ラムサール条約都市の推進
令和8年の世界湿地都市ネットワーク市⻑会議の開催を
見据えた「国際湿地都市NIIGATA」のブランド化及び
潟の保全や賢明な利用の促進を図るための取組
・各種プロモーションの展開
・市公認里潟ガイドの育成や市⺠団体等の活動への支援
・佐潟の水質改善・ハスの復活など環境保全・再生 ほか

拡充

各区での主な取組
北区 福島潟の今後の方向性を見据えながらの環境整備
⻄区 佐潟を含む北国街道沿いの地域資源を活用した

ブランディング・佐潟の維持管理の強化

潟など湿地の価値を再認識し、国際湿地都市NIIGATAの確立へ

市⺠団体等の活動への支援

潟等の歴史・文化の魅力発信

里潟ガイド養成講座

佐潟野鳥観察舎の建て替え
能登半島地震で被害を受けた佐潟野鳥観察舎の建て替えに
向けた実施設計

新規
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3
新潟市総合計画2030
10の重点戦略の推進
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新潟市

▶ 新潟市総合計画２０３０（ニーゼロサンゼロ）
新潟市のまちづくりの方向性や目指す都市像を示す
新潟市における最上位計画

▶ 計画期間
令和５年度〜令和１２年度（８年間）

新潟市総合計画２０３０

『田園の恵みを感じながら
心豊かに暮らせる日本海拠点都市』

▶新潟市の目指す都市像

経済・社会・環境の３つの豊かさが
調和した新潟市を目指す
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新潟市

１０の重点戦略を推進して
好循環を生み出すことで、

人口減少のカーブを
押し上げる！

新潟市総合計画２０３０ １０の重点戦略

▶「１０の重点戦略」とは
目指す都市像の実現に向けて 新潟市が分野横断的かつ重点的に推進する施策
１０の重点戦略を推進することで、
「都市の活力向上」と「住⺠福祉の向上」の好循環を生み出し、

目指す都市像を実現
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略１ 都市機能の充実と拠点性の向上
10の重点戦略

緑のまちなか空間の創造
緑化イベント開催に向けた取組、道路等公共空間の緑化

上所駅の整備

地域の潜在資源を活用したリノベーション
まちづくりの推進
古町地区において、遊休不動産を活かした⺠間主導による
リノベーションが進むよう、プレイヤーの発掘・育成や
事業化を支援

上所駅

公共空間の緑化

令和7年3月に開業する上所駅の駅前広場の整備

東大通”人中心の空間づくり”の推進
ウォーカブルな空間形成に向けて、公⺠連携による社会
実験を実施するとともに、道路空間再構築に向けた基本
方針を検討
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略２ 地域企業の経営力強化、
新たなビジネスや成⻑産業の創出・育成

新規採用活動への支援
リクルーターの養成やインターンシッププログラムの構築に
取り組む企業を支援

10の重点戦略

オープンネーム事業承継の推進
事業者名などを公開して後継者を募集する、オープンネーム
による第三者承継を推進

デジタル技術を活用した地域就労モデルの構築
本市公式の単日短時間就労マッチングサービス
「にいがたCITYマッチボックス」を運営するとともに、
在宅テレワーカーの育成・活用を支援

単日短時間就労
マッチングサービス

企業参加型の奨学金返済支援
新規学卒者等の奨学金の返済を支援している企業を支援

新規採用活動への支援
（リクルーター養成）

市内就労の促進
若者の地元就職への意識を醸成するため、経済団体や地元
大学と連携してセミナーなどを開催するほか、市内外に
企業情報を発信
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略３ 豊富な田園資源を活かした
儲かる農業の実現

10の重点戦略

猛暑・高温対策栽培体系の確立
猛暑・高温による園芸作物の品質低下等への対策として、
新たな昇温抑制技術や耐暑性品種を取り入れた試験研究
を実施

拡充

拡充

農産物ブランド力の強化促進
地域活性化起業人制度を活用して⺠間人材を受け入れ、
本市の食や農の魅力の掘り起こしや磨き上げを行う

新規

にいがたagribase（アグリベース）事業
新規就農者の栽培技術向上や経営安定化を伴走型で支援

元気な農業応援事業
米づくりや園芸生産の所得向上等に必要な機械・設備支援
のほか、高収益な園芸産地の拡大に向けた取組等を支援

農地と田んぼダム未来へつなぐ地域農業支援
簡易なほ場整備や田んぼダムに取り組む地域を支援する
ほか、分散農地の集約化を推進

高温障害の作物の事例
ブドウ(巨峰)着色不良トマト障害果

正常果不良果
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略４ 魅力と拠点性を活かした交流人口の拡大

にいがた酒の陣

10の重点戦略

広域連携による誘客
連携協定を締結している会津若松市をはじめ、北前船
寄港地などの様々なテーマで結ばれる都市との連携

アニメーション映画のコンペティションやシンポジウム、
人材育成プログラムなどを実施する「新潟国際アニメー
ション映画祭」の開催を支援

アニメーションを活用したまちの魅力向上新規

MICE誘致の推進
各種会合やスポーツ大会の開催支援を通じて誘致を促進

全国有数の消費額を誇る新潟ラーメンの魅力を発信する
とともに、にいがた酒の陣の開催を支援することで誘客を
推進

食をツールとした誘客の推進

新潟国際アニメーション映画祭
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略５ 新潟暮らしの魅力発信と
多様な支援による移住・定住の促進

10の重点戦略

新潟暮らしの魅力発信

移住支援事業

移住定住ポータルサイトや移住相談、移住セミナーなどに
より、新潟暮らしの魅力を市内外に広く発信

市外の副業人材等と市内の企業・団体のマッチングを実施する
ほか、市内企業に対して外部人材の活用に向けた機運を醸成

学生×地域の魅力探求プロジェクト：トビラ
市内外の大学生等が地域団体と協働で地域課題の解決に
取り組み、本市と継続的なつながりを持ち続ける仕組みを構築

拡充

副業関係人口の創出

東京圏から要件を満たして移住した方に支援金を交付するほか、
東京圏から就職活動で来県した大学生の交通費を支援
また、当該学生が就職し本市に移住した際の移転費を新たに
支援

市主催移住セミナー
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略６ 誰もが個性と能力を発揮しながら、
心豊かに暮らせる社会の実現

10の重点戦略

外国人との共生社会の推進拡充

共創コミュニティの推進
地域おこし協力隊やクラウドファンディング型ふるさと納税
を活用して、各区で地域活性化や課題解決に向けて活動する
人材のネットワーク「共創コミュニティ」の取組等を支援

フレイル（虚弱）の予防
健康寿命の延伸を目指して、フレイルチェックを活用した
フレイル（虚弱）予防を市内３０圏域の全てで実施

拡充

フレイルチェック

拡充 共創コミュニティ

新潟水俣病公式確認60年事業

外国人との共生社会の実現に向け、多言語での情報発信や
相談体制を強化

公式確認から60年にあたり、関係者とともに実行委員会方式で
式典を開催するほか、幅広い世代に向けて啓発事業を実施

新規

公立夜間中学の開設に向けた準備
義務教育を修了していない方や外国籍の方に義務教育を
受ける機会を確保するため、公立夜間中学の開設準備を実施
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略７ 子どもと子育てにやさしいまちづくりと
新潟の将来を担う人材の育成

10の重点戦略

こどもの居場所づくり支援体制の強化
こどもの居場所（こども食堂）

にいがたっ子すこやかパスポート
妊婦及びこどもをもつ家庭が協賛店にて様々なサービスを
受けられるパスポートについて、広域連携先（新発田市・
聖籠町ほか）での利用についても市内利用時と同様に
対象者を高校3年生まで拡大

拡充

巡回通級指導教室の整備
通級指導教室について巡回指導（教員が該当するこどもの
在籍する学校を訪問して行う指導）を実施

放課後児童の健全育成（放課後児童クラブ）拡充

拡充

児童の遊びや安全な生活の場を提供する放課後児童クラブ
において、利用保護者や運営事業者の利便性向上に向け
ＩＣＴ化を推進

多様な居場所づくりが行われるよう、居場所づくりコーディ
ネーターを配置し、居場所の運営や立ち上げ、地域資源の
活用を支援
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略８ 仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・バランス）の実現

10の重点戦略

男性の家庭活躍の推進

働き方改革の推進
経営者向けセミナーの開催、働きやすい職場づくりに
取り組む企業の表彰及びフォーラムを実施

女性活躍の応援
女性の職業生活における活躍に向けて、働く女性や
再就職を目指す女性向けのセミナーを開催

多様な保育・子育て支援サービスの充実、
保育士の確保
仕事と子育ての両立を支援するため、全区で病児・病後児保育
や休日保育を実施するほか、保育コンシェルジュが保育サー
ビスを紹介

多様な保育サービスの提供

また、保育士資格の取得支援など保育士確保に向けた取組を拡充

拡充

働きやすい職場づくりに
取り組む企業の表彰

育児休業を取得した男性及び事業主に奨励金を支給する
ほか、企業の経営者や管理職に向けたセミナーを開催
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略９ 脱炭素・循環型社会の実現

10の重点戦略

新規 製品プラスチック分別収集・再商品化の実証
製品プラスチックの分別収集・再商品化に向け、地区・期間を
限定した実証事業を実施

ゼロカーボンシティの実現に向けた取組 公共施設に設置された
太陽光発電設備

・公共施設のＺＥＢ化推進
既存施設のＺＥＢ化に向けた調査を実施

・新潟地域脱炭素社会推進パートナーシップ会議
企業の脱炭素化の推進を図るため市内事業者や団体等を
メンバーとした勉強会等を実施

・ゼロカーボン戦略推進事業
太陽光発電、 ZEH・ZEB※、次世代自動車等の普及を推進

※ZEH・ZEB… net Zero Energy House/Buildingの略称で、消費する
エネルギーと太陽光発電等で創るエネルギーの収支をゼロにすることを
目指した家や建物のこと

新焼却施設の整備（⻲田清掃センターの建替え）

製品プラスチックの
リサイクル

安定かつ効率的なごみ処理体制の構築に向け、⻲田清掃センター
の建替え工事に着手
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

重点戦略10 安心・安全で災害に強いまちづくり

管理不全により倒壊した空家拡充

10の重点戦略

除雪対策事業

河川管理者など関係者との協働により、信濃川及び
阿賀野川における水防訓練を実施

管理不全空家への対策

除雪機械の購入や消雪パイプの修繕など、効率的・効果的
な除雪体制の整備と担い手の確保

浸水対策の推進

災害時の機能確保に向けて下水道施設の耐震化・耐水化を推進
下水道施設の耐震化・耐水化の推進

水防対策事業

国の新ガイドラインに沿った空家の危険度調査等を実施し、
適正管理に向けた注意喚起等を強化

浸水対策施設の整備

浸水被害の軽減に向けて緊急度が高い地区を優先した
浸水対策施設の整備を推進
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新潟市

令和７年度 主な取組（3つの力点ページに掲載したもの以外の主な取組）

その他 主な取組
その他

巻斎場の整備
老朽化が進んだ巻斎場（昭和43年整備）の
建て替えを実施

市役所旧分館の解体
市役所旧分館（昭和36年整備）及び
旧分館をつなぐ連絡通路の解体を実施

急患診療センターにおける電子カルテシステムの導入
初期救急を担う新潟市急患診療センターに
電子カルテシステムを導入し、医療安全の確保や
患者の滞在時間の短縮を図る

急患診療センター電子カルテシステム
運用イメージ

拡充



4141

4
活力と魅力あふれる
区づくりの推進
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新潟市区におけるまちづくりの方向性

まちづくりの多様な主体と一体となり、地域の特性を活かした、
活力と魅力あふれる区づくりを推進
８つのカラーで成⻑し続ける新潟市を目指す

福島潟
（北区）

⻲田縞
（江南区）

白根大凧
（南区）

佐潟まつり
（⻄区）

わらアートまつり
（⻄蒲区）

新潟市総合計画２０３０ 市全体の計画

「区ビジョンまちづくり計画」
特色ある区づくりを進める計画を区ごとに策定

工場夜景
（東区）

令和７年は
広域合併から20年

ハマベリング!!!
（中央区）

ＳＬばんえつ物語
（秋葉区）
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新潟市活力と魅力あふれる区づくりの推進

区役所では「区ビジョンまちづくり計画」に基づき、
本庁予算のほか区役所予算を活用して行政サービスを提供

本庁
区役所

行政サービス提供
本庁予算

区役所予算

予算

＋事務面
の支援

令和５年度予算から区⻑の裁量で執行できる予算を拡大
区⺠の要望に応えるとともに、地域資源の活用による交流を促進！

本庁も区役所の取組を
積極的に後押し！

例：共創コミュニティの推進
各区における地域の活性化や課題解
決に向けた人材同士のネットワーク
形成を本庁が伴走支援
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新潟市活力と魅力あふれる区づくりの推進

③新潟の魅力、新たな
価値を国内外へ

①都心エリア
人・モノ・情報が集積する
プラットフォーム

④国内外から
新潟が注目される

農水産物 観光などの
地域資源

事業者

人材

都心エリアに期待する機能
□ 人・モノ・情報が集積する

プラットフォーム機能
□ 技術協力や市場開拓の情報提供などの機能
□ 事業ネットワークによる新たな価値の創造

②事業ネットワーク
連携・協働によって新たな価値を創造

都心エリアと区が連携して８区の魅力を発信することで
双方の活力創出につなげる

にいがた2km・8区連携事業例
「ハチク★キッチン」

万代シテイにおいて
各区の地域産品等を販売・PRする

アンテナショップを開設
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令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進北区

潟と大河と日本海、水の恵みに育まれ、
人と人とがつながり、心豊かに支え合い、
発展するまち

区の将来像

キタクなる福島潟整備

自然の魅力輝くまち

海辺の森

福島潟

北区水辺大学

新規

豊かな水辺の魅力を学び、区に対する愛着形成を図るため、
活動する地域団体などと協働で体験型の事業を実施

新規

キタクなるみどりの景観共創

「水の公園福島潟」の景観の確保や快適な利用に向け、
園路の修繕などの環境整備を実施

海辺の森や農村公園などの魅力ある自然環境を教育や
観光に活用し、交流人口の拡大を推進
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出張児童館

松浜エリア
リノベーションカレッジ

いきいきと心豊かに暮らせるまち

出張児童館
既存の公共施設等を活用し、児童館のない地域へ
サービスを提供

未来へ続く活力あるまち

松浜エリアリノベーションの推進

大学連携「未来のまちづくり」
区⺠の⾝近なテーマで大学が講座等を開催し、地域の
つながり強化やまちづくりを活性化

キタクなる魅力創造プロジェクト
観光資源を整備して、新規顧客の開拓とリピーターの
増加を図る取組を実施 大学連携「未来のまちづくり」事業

活力と魅力あふれる
区づくりの推進北区

松浜地区の遊休不動産やエリア内外の人的資源を活用し、
新しいまちづくりプレイヤーや不動産オーナーの発掘、
育成、事業化を支援
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令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進東区

産業と多様な魅力が調和し、心豊かに暮らせるまち区の将来像

工場夜景バスツアー
区内の企業や工場の見学を取り入れた工場夜景バスツアーを実施

活力ある産業と地域の魅力を活かしてにぎわうまち

地域と水辺と共生プロジェクト
東区の水辺環境の魅力発信によるにぎわい創出と
じゅんさい池の自然環境保全活動として外来種生物捕獲の強化

東区E産探求プロジェクト

東区の魅力を市内外に発信するため、産学官金連携により
「オープンファクトリー」を開催 東区オープンファクトリー

じゅんさい池
自然環境保全活動

拡充

産業のまち東区オープンファクトリー

東区で産業が発展してきた産業E(遺)産や歴史について学ぶ
まち歩きや講演会を実施し、大学生などが魅力を発信
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だれもが互いに学び合い、共に育つまち

２㎞で結ばれている主要子育て施設３施設の情報・
魅力発信の機会として、「東区こどもまつり」を開催

東区2㎞子育てトライアングル魅力発信

安心して快適に暮らせるまち

東区役所プラっとプロジェクト
南口エントランスホールを中心に区⺠の憩いの基盤
（プラットホーム）となり、より気軽に（ぷらっと）
利用できる環境を整備

新規

東区防災・安心安全フェスタ
幅広い世代の区⺠にくらしの安心安全に関心をもって
もらうため、警察や消防などと連携したイベントを実施

寺山公園環境改善整備
より快適な寺山公園を目指し、シンボルツリーによる
新たな憩いの創出や、駐車スペースの増設を実施

新規

寺山公園

東区こどもまつり

拡充

活力と魅力あふれる
区づくりの推進東区
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令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進中央区

共につながり安心して暮らせるまち

認知症地域支えあいの推進
地域への啓発、はいかい模擬訓練の開催支援

賑わいと活力あふれ訪れたくなる拠点のまち

越後線高架下の利用促進（公園整備）
越後線の高架下用地への地域の拠点
となる公園の整備

ハマベリング!!!
〜しもまち地域魅力向上事業〜
しもまち地域全体を活性化させるための
イベント実施や魅力発信、環境整備

ハマベリング!!!

はいかい模擬訓練

にぎわう都心、豊かな自然、みなとまち文化が
織りなす活気あふれる拠点のまち

区の将来像

⻄海岸公園等の利便性向上
保護者等の見守り環境の向上、公園施設案内の充実

新規
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歴史と文化を受け継ぎ発展するまち

みなとまち新潟 次世代に向けた
古町芸妓魅力発信
学生との協働による市内外への魅力発信

地域のお宝！再発見
まち歩き「えんでこ」、SNSでの魅力発信

水と緑に囲まれた自然と都市が共生するまち

鳥屋野潟の環境啓発「とやの物語」
学校への出前講座、啓発パネル展
潟舟乗船体験

区⺠との協働による森づくり
⻄海岸公園汐見台エリアのクロマツの密度管理、
海浜植物園の植栽

松くい虫の防除
被害木の伐倒・燻蒸、利活用方法の検討

潟舟乗船体験

学生との協働による
古町芸妓魅力発信

活力と魅力あふれる
区づくりの推進中央区
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令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進江南区

みんなで語り、考える 使いやすい公共交通

自然環境と都市機能を活かした快適に暮らせるまち

江南区商・農・福連携の推進
区内商・農業者と障がい福祉事業所の連携を推進
マッチングによる仕事の受注や授産品の開発

拡充

区バス乗車体験学習会

緑と調和した、賑わいと安らぎのあるまち区の将来像

区バス・住⺠バスの利用促進に向けた取組を実施
江南区交通利用状況調査を実施
地域の実情に応じた移動手段の確保への支援

アスパーク⻲田環境整備
アスパーク⻲田（⻲田総合体育館・江南区文化会館ほか）
の駐車場を増設

アスパーク⻲田

人と人とのつながりを大切にする安心・安全なまち

新規
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区⺠が主役となる協働のまち

大江山農村環境改善センター改修
大江山地域実行計画に基づく大規模改修のための
基本設計を実施

産業と地域の魅力が輝くまち

地域ブランド⻲田縞を活かしたまちづくり
地域のアイデンティティ醸成や利用の拡大を推進
地域産業の振興や地域づくりに向けた取組を実施

大江山農村環境改善センター

江南区まるごとプロモーション
官⺠連携により、農産物や観光資源などの
一体的なプロモーションを実施
よこごし公園マルシェを継続的に実施

拡充 よこごし公園マルシェ

活力と魅力あふれる
区づくりの推進江南区

新規

人が輝き文化が育まれ健やかに過ごせるまち

江南区歴史・文化の学習支援
ふるさとへの誇りを育むため、区内小学生に向けた
歴史文化施設への現地見学学習を支援
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令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進秋葉区

里山と水に囲まれて花と緑あふれる
笑顔咲きそろうまち

区の将来像

やさしさがあふれる楽しく元気なまち

こども・若者公共交通乗車促進

環境に配慮した潤いとやすらぎのあるまち

秋葉公園魅力アップ

廃止石油坑井封鎖

アキハ移動式こどもの居場所づくり新規

移動式こどもの居場所づくり

倒木・獣害対策のための支障木の伐採
伐採した木材の活用（ウッドチップ化し園内で活用）

地域の既存施設を活用し、「移動式こどもの居場所
づくり」を試行実施

小口地区の坑井封鎖作業や朝日地区の坑井封鎖に向けた
周辺地域の測量などを実施

対象路線バスの学生運賃を割引する社会実験と併せて
アンケート調査を行い、生活交通を改善

市道倒木

こども・若者公共交通乗車促進
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区自治協議会提案事業

秋葉区未来ビジョン

可能性を生み出し・育て・活かすまち

アキハスムプロジェクト＜移住フェア＞

新津金屋運動広場野球場スコアボードリニューアル

アキハ石油文化学習

新規

歴史と個性を活かすまち

新規

新規 アキハ大⻨・小⻨・もち⻨推進
国産の需要が見込まれる⻨類への作付け転換を推進
（商品開発、パンまつりなど）

秋葉区の特性・魅力発信によるシビックプライドの醸成
「移住フェア」の開催による移住促進

各コミュニティ協議会で策定した「コミュニティ未来
ビジョン」アクションプランの実現に向けて地域と協働

地域のスポーツ環境の充実を図るため、老朽化した
スコアボードを更新

日本の産業を担ってきた石油産業遺産群などの
歴史や文化など区の魅力を発信

小⻨栽培⾵景

活力と魅力あふれる
区づくりの推進秋葉区

コミュニティ未来ビジョン



55

令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進南区

HOTに発信！白根大凧合戦プロモーション
白根大凧合戦のライブ配信による魅力発信

地域の宝に気づき、守り、魅力あふれるまち

白根まち歩き空間の整備
建設から９０年経過し老朽化した旧白根配水塔の外壁修繕

旧白根配水塔

かぼちゃ電車

風と大地の恵みに新たな希望が芽吹く、
郷土愛あふれるまち
〜みんなでつくる暮らし続けたい南区〜

区の将来像

かぼちゃ電車線の情報発信
旧新潟交通電車線の各駅跡地を活用した地域の魅力発信に
向け、情報収集・活用方法の検討

新規

笹川邸 和のおもてなし
旧笹川家住宅で四季を感じられるおもてなしイベントを開催
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やさしさの輪が広がり、誰もが主役として活躍できるまち

児童館利用促進 〜もっと⾝近に児童館〜
こどもたちの居場所の充実を図るため、移動児童館の
取組を通して児童館の魅力を発信

みんなで子育てネットワーク
子育て支援リーダーと子育て広場・家族交流会を開催

バス利用者の環境整備
味方地区のバス停を安全で使いやすい環境に改善

バス停の待合スペース拡張

行き交う人びとがにぎわいをもたらすまち

ともに築く安心に支えられるまち

段ボールコンポストで堆肥づくり

みなみく「未来」へつなげるＳＤＧｓ
段ボールコンポストを活用した堆肥づくりを通じて、
こどもたちの環境問題への関心や意識を育む

拡充

新規

活力と魅力あふれる
区づくりの推進南区

整備イメージ
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令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進⻄区

快適なくらしと、豊かな自然や食が調和する、
住み心地のよいまち

区の将来像

豊かな自然と食を楽しめるまち

佐潟活用プロジェクト
ブランドビジョンの周知・共有を通じた地域の気運醸成、
企業や観光客向けのプロモーションの具体化
安心・安全で快適に過ごせるよう維持管理を強化

新川遊歩道整備
江⼾時代からの歴史がある新川・⻄川の立体交差周辺に
遊歩道を整備し、まち歩きの回遊性・安全性を向上

佐潟

小針浜

なぎさのふれあい広場改修
⻄区の海岸エリアの魅力を高めるため
小針浜のなぎさのふれあい広場を整備・改修

拡充

拡充

拡充
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区⺠が主役の活力あるまち

海の賑わいスポーツスマイルプロジェクト

Meetup！NiigataWEST２０４０
多様な主体や将来を担う人材が出会い、
ともに協働するためのコミュニティづくり

人と人がつながり、支え合うやさしいまち

やさしい区役所の推進
来庁者がより快適に安心して手続きや相談が
できるよう、庁舎内の待合スペースを改善

健康ステップアップ事業
生活習慣病予防やフレイル予防などを目的に
健康教育を実施

Meetup!NiigataWEST2040

水上オートバイ全日本選手権

住⺠バスの利用促進
安心・安全で快適に暮らせるまち

コミュニティ佐潟バスの新規利用者掘り起こし

新規

ビーチ・マリンスポーツの振興を通じて
スポーツに親しむ機会を提供し、地域の賑わいを創出

活力と魅力あふれる
区づくりの推進⻄区
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令和７年度の主な取組 活力と魅力あふれる
区づくりの推進⻄蒲区

豊かな自然、歴史と文化のかおりに満ちあふれ、
人と人とがあたたかくつながるまち

区の将来像

魅力あふれる農水産物を供給するまち

にしかんイノ“米”ション
〜やっぱりお米でしょ！〜
米の消費拡大や新規需要創出に資する取組を支援

ベイ
拡充

⻄蒲区役所新庁舎の整備
区⺠に開かれた区役所の整備に向け新庁舎実施設計
及び現庁舎解体設計を実施

⻄蒲区役所庁舎外観人の和でつながる安心・安全なあたたかいまち

小・中学生キャリア教育
⻄蒲区内の小・中学生を対象に、地域への愛着を育む
取組を実施

拡充

中学生へのキャリア教育
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活力と魅力あふれる
区づくりの推進⻄蒲区

上堰潟公園

地域で支える”暮らしの足”プロジェクト
病院等の既存のバス送迎を地域の移動手段として活用
できる仕組みづくり
各地域に適した移動手段を検討する勉強会や視察、
運転手確保に向けた費用の一部を補助

新規

上堰潟公園魅力向上プロジェクト
利便性向上を図るため、公園内に多目的トイレを設置

人が行き交い、にぎわいと活力があふれるまち

拡充

新規

観光とスポーツ・レクリエーションのまち

岩室芸妓

岩室温泉芸妓文化の支援

岩室温泉・角田浜の観光活性化新規

新潟県の芸妓発祥の地である岩室温泉の「岩室芸妓」
継承者育成の取組を支援

観光活性化に向け、角田浜・岩室温泉のトイレを改修
効果的な観光施策を検討するため、⻄蒲区を訪れる
観光客の動向について調査、分析を実施
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参考 新潟市ホームページ 関連ＵＲＬ

新潟市の目指す都市像
『田園の恵みを感じながら
心豊かに暮らせる 日本海拠点都市』

市⺠の笑顔があふれる
新潟市をぜひ一緒に
創っていきましょう

令和７年度予算編成に関する資料を掲載しています

新潟市総合計画２０３０について動画やマンガで紹介しています

■令和７年度予算編成について

■新潟市総合計画２０３０



田園の恵みを感じながら
心豊かに暮らせる
日本海拠点都市
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